
『
土
芥
公
義
記
一
の
文
武
両
道
－
編
者
像
の
模
索
と
そ
の
周
辺
1

は
じ
め
に

綱
川
歩
美

　
今
回
、
わ
れ
わ
れ
が
共
同
研
究
と
し
て
取
り
組
ん
だ
の
が
本
書
、
『
土
芥
冠
離

記
』
で
あ
る
。
内
容
は
大
名
評
判
記
で
あ
る
が
、
作
者
や
年
代
、
そ
の
目
的
も

分
か
ら
な
い
と
い
う
謎
の
多
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
ゆ
え
に
様
々
な
視

角
か
ら
の
研
究
が
可
能
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
、
今
回
は
編
者

像
の
模
索
と
い
う
視
点
か
ら
、
本
書
の
思
想
的
な
内
容
を
考
え
て
み
た
い
と
思

う
。
思
想
内
容
と
簡
単
に
言
っ
て
も
な
か
な
か
難
し
い
が
、
と
り
あ
え
ず
、
大

名
に
下
さ
れ
る
評
価
基
準
の
背
後
に
ど
の
よ
う
な
思
想
が
あ
る
の
か
を
考
察
し
、

そ
れ
は
当
該
期
の
社
会
と
の
関
係
を
展
望
し
て
み
た
い
。

（
一

j
「
文
武
両
道
」
と
い
う
基
準

　
本
書
の
成
立
時
期
と
し
て
推
測
さ
れ
て
い
る
の
は
、
元
禄
三
年
の
記
事
が
確

認
さ
れ
る
と
の
こ
と
か
ら
、
そ
の
前
後
を
ふ
く
め
た
時
期
と
さ
れ
て
い
る
（
－
）
。

本
書
の
構
成
が
、
大
名
個
人
に
関
す
る
事
実
デ
ー
タ
の
本
文
と
、
そ
の
後
に
付

加
さ
れ
る
編
者
の
も
の
と
思
わ
れ
る
大
名
に
対
す
る
評
価
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

る
。
と
な
る
と
、
大
ま
か
な
時
期
は
元
禄
期
と
い
う
設
定
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
元
禄
時
代
と
い
え
ば
、
五
代
将
軍
綱
吉
の
治
世
で
あ
り
、
武
断
政
治
か
ら
文

治
政
治
へ
の
移
行
が
な
さ
れ
た
と
さ
れ
る
時
期
で
あ
る
三
。
天
和
三
年
（
一
六

八
三
）
の
武
家
諸
法
度
の
改
訂
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
武
家
諸

法
度
に
限
っ
て
言
え
ば
、
天
和
以
前
の
も
の
に
も
、
冒
頭
に
「
文
武
」
と
い
う

言
辞
が
引
か
れ
て
い
た
。
こ
の
「
文
武
」
と
い
う
も
の
が
具
体
的
に
何
を
指
す

も
の
か
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
書
『
土
芥
里
離
記
』
に
接
す
る
と
き
、
同

じ
「
文
武
」
と
い
う
言
辞
が
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。

　
本
書
の
大
名
評
価
は
、
個
人
を
「
文
」
と
「
武
」
と
い
う
観
点
か
ら
な
さ
れ

て
い
る
の
が
、
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
評
説
文
を
挙
げ
て
み
る
と
、
「
先
ヅ

文
武
ノ
両
道
ヲ
学
ビ
、
礼
義
ヲ
正
シ
、
不
レ
奢
ラ
不
レ
貧
ラ
、
智
慮
深
ク
、
愛
シ
レ
民
ヲ

士
ヲ
撫
デ
ラ
ル
事
、
是
君
子
ノ
法
二
叶
ヘ
リ
。
」
（
一
四
五
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
「
文
武

両
道
」
と
併
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
文
武
ハ
主
将
ノ
務
」
（
四
八
二
頁
）
〔
3
）

と
あ
る
よ
う
に
、
「
文
」
と
「
武
」
を
兼
ね
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
が
、
領
主
と
し

て
の
要
件
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
「
文
」
と
「
武
」
の
優
越
関
係
も
明
確
で
あ
る
。
そ
の
関
係
性
は
、
「
武

モ
文
ヨ
リ
不
ル
レ
学
ト
キ
ハ
、
実
理
二
丁
リ
難
シ
。
（
中
略
）
是
ヲ
以
、
文
道
根
本
、

武
道
ハ
枝
葉
也
。
其
ノ
枝
葉
ヲ
習
テ
、
根
本
ヲ
不
レ
弁
軍
法
ハ
、
不
レ
足
レ
用
ル
ニ
。
」

（
ゴ
、
七
九
9
と
い
う
よ
う
に
、
文
を
第
↓
義
的
に
捉
え
、
そ
れ
に
則
っ
た
武
の
必
要

性
を
説
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
「
文
」
が
「
武
」
に
優
越
す
る
も
の
と
さ
れ
、

か
つ
、
「
文
武
両
道
」
を
よ
し
と
す
る
一
つ
の
「
名
君
」
の
基
準
に
据
え
て
い
る
。

で
は
、
旦
仏
体
的
に
そ
の
「
文
」
や
「
武
」
が
ど
の
よ
う
な
内
容
を
も
ち
、
ど
の

よ
う
な
影
響
下
に
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
を
、
以
下
の
節
で
考
察
し

て
み
た
い
。

（
二
）
「
文
道
」
の
内
容

　
本
書
の
中
で
「
文
」
の
要
素
は
、
「
文
道
」
も
し
く
は
「
学
文
」
と
い
う
語
句

で
表
さ
れ
る
。
評
説
の
あ
ち
こ
ち
で
大
名
の
個
別
評
価
以
外
に
、
編
者
の
考
え

方
が
吐
露
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
が
評
価
の
根
拠
と
も
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中

か
ら
「
文
」
や
「
武
」
に
関
す
る
表
記
を
少
し
長
い
が
拾
っ
て
み
る
。

　
A
．

　
劃
矧
「
夫
、
仁
ハ
士
卒
ヲ
愛
シ
諸
民
ヲ
撫
育
ス
ル
ノ
根
也
。
慈
悲
ト
云
ハ
、

　
仁
心
ノ
異
名
也
。
士
ヲ
愛
憐
ス
レ
バ
臣
忠
ヲ
尽
サ
ン
事
ヲ
常
二
思
フ
三
二
、

　
自
然
ノ
時
応
ジ
ニ
下
知
二
一
、
進
退
当
ル
レ
度
二
事
、
吾
手
足
ノ
如
シ
。
於
テ
レ

　
是
忽
リ
ニ
得
二
勝
ツ
事
ヲ
一
。
義
ハ
主
将
ヨ
リ
シ
テ
勇
士
軽
卒
迄
専
ラ
ト
ス
ル
道

　
也
。
義
ヲ
不
ル
レ
知
ラ
者
ハ
畜
類
二
等
星
。
恩
ヲ
受
テ
恩
ヲ
不
ル
レ
知
ラ
故
二
、
或

　
ハ
賄
賂
二
耽
リ
テ
回
忠
シ
、
或
ハ
臨
ン
デ
レ
節
二
死
地
ヲ
遁
ル
。
義
ヲ
知
ル
者

　
ハ
主
恩
ヲ
不
レ
忘
レ
、
命
ヲ
依
テ
レ
義
軍
ズ
ル
事
、
如
．
－
鴻
毛
ノ
。
礼
ハ
衆
人
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二
交
ル
ノ
本
也
。
富
貴
キ
人
ハ
奢
リ
テ
無
礼
也
。
無
礼
ナ
レ
バ
必
ズ
人
ノ
悪

ヲ
受
ル
。
貧
シ
ク
シ
テ
楽
々
デ
礼
ヲ
好
ム
ト
糸
口
、
聖
人
之
教
也
。
智
者
心

善
智
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
不
レ
　
ラ
レ
用
ル
ニ
　
耶
智
ヲ
£
第
　
ト
ス
縦
ヒ
愚
魯
短

才
ノ
人
モ
、
博
文
シ
テ
心
ヲ
磨
ク
時
下
智
恵
発
ス
。
況
ン
や
生
得
才
智
ノ
人

ヲ
ヤ
。
次
二
信
恩
讐
ヲ
以
テ
主
将
勇
士
二
戸
ル
マ
デ
、
用
ヒ
ズ
ン
バ
ア
ル
ベ

カ
ラ
ズ
。
主
将
ト
シ
テ
信
ナ
ク
偽
ア
ル
ハ
、
猫
二
爪
牙
ナ
キ
ニ
讐
ヘ
タ
リ
。
」

（
一

ﾜ
〇
頁
）

B
．
「
大
将
文
道
ナ
キ
故
二
、
政
道
自
堕
落
二
、
法
正
シ
カ
ラ
ズ
。
民
モ
士
モ

誰
其
シ
ト
云
ハ
、
実
二
楽
シ
ム
ニ
ハ
非
ズ
。
②
道
ト
云
ハ
、
掟
ヲ
正
シ
ク

　
順
ニ
シ
テ
道
、
日
文
道
之
仕
置
　
。
」
（
．
6
．
頁
）

　
①
か
ら
「
文
道
ハ
政
道
之
介
ケ
」
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
②
政
治
は
五
常
を

知
る
こ
と
に
よ
り
、
②
藩
法
の
正
当
な
執
行
、
幕
府
法
の
遵
守
、
家
臣
や
領
民

の
安
寧
な
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
五
常
は
「
文
道
」
に
よ

り
導
か
れ
る
と
す
る
。
仁
義
礼
智
信
の
五
常
を
「
文
」
の
中
心
的
な
要
素
に
捉

え
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
も
、
「
文
道
」
に
は
儒
教
的
な
も
の
が
想
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
「
文
道
」
の
政
治
性
を
指
摘
し
、
「
下
文
ハ
身
ヲ
聖
王
、

意
ヲ
誠
ニ
シ
、
心
ヲ
正
ク
シ
テ
、
家
ヲ
斉
へ
、
国
ヲ
治
メ
、
天
下
ヲ
平
ニ
ス
ル

ノ
根
本
タ
リ
。
」
（
一
五
八
頁
）
と
『
大
学
』
の
八
条
目
を
引
い
て
、
「
文
ハ
心
身
国

家
天
下
ヲ
治
ル
ノ
規
矩
也
。
」
（
．
一
．
ぺ
頁
）
と
強
調
す
る
と
こ
ろ
が
ら
、
朱
子
学
の
影

響
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
み
え
る
。

そ
し
て
、
五
常
の
う
ち
特
に
「
智
」
と
「
仁
」
に
関
し
て
特
筆
し
て
い
る
こ
と

も
い
え
る
。
ま
ず
、
「
智
」
か
ら
み
て
み
よ
う
。

　
「
愚
将
ハ
無
智
ナ
ル
故
二
、
内
外
之
誹
ヲ
不
レ
顧
、
、
、
遠
ク
慮
ル
事
ナ
キ
肝
試
、

　
心
ノ
欲
ス
ル
処
二
条
セ
、
忠
勤
奉
公
之
族
ヲ
バ
不
二
取
リ
立
一
、
東
西
ヲ
モ
不
ル
レ

　
分
タ
児
童
二
賜
へ
二
大
禄
ヲ
・
。
」
（
．
八
八
9

こ
こ
で
編
者
は
、
「
愚
将
」
で
あ
る
所
以
は
「
無
智
」
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て

「
智
」
が
な
い
こ
と
で
、
「
心
ノ
欲
ス
ル
処
二
任
セ
」
と
い
う
よ
う
に
、
私
意
的
な

判
断
を
す
る
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
、
「
良
将
」
と
「
愚
将
」
の
判
別
の
基
準
が
ま

ず
「
智
」
の
有
無
に
あ
る
。

　
で
は
、
そ
の
「
智
」
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

先
の
史
料
A
の
③
か
ら
み
て
み
る
。
「
智
恵
ニ
モ
品
々
ア
リ
。
」
と
一
口
に
「
智
」

と
い
っ
て
も
そ
こ
に
は
い
く
つ
か
の
種
類
を
認
め
て
い
る
。
続
け
て
み
て
い
く

と
、
「
邪
智
」
「
世
知
」
「
弁
知
」
を
「
善
智
」
で
は
な
い
と
区
別
し
、
「
聖
智
」

を
第
一
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
「
聖
智
」
の
内
容

は
な
に
か
と
い
う
と
、
「
生
得
ノ
般
若
智
」
（
二
七
四
頁
）
と
い
う
「
天
地
二
等
シ

ク
、
脚
私
ナ
キ
」
（
同
右
）
も
の
で
あ
る
。
ま
た
別
の
と
こ
ろ
で
は
、
「
儒
之
実
智
」

で
あ
り
、
「
生
知
之
智
、
仁
義
之
智
、
舜
ノ
大
智
」
（
四
〇
六
頁
）
で
あ
る
。
「
生
知
」

と
は
『
論
語
』
季
立
の
一
節
で
〔
4
）
、
学
ぶ
こ
と
な
く
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
知
る

こ
と
で
あ
る
。
「
仁
義
之
智
」
と
は
、
仁
義
に
則
っ
た
「
智
」
と
い
う
意
味
だ
ろ

う
か
。
そ
し
て
、
「
舜
ノ
大
智
」
と
は
優
れ
た
智
恵
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
、

儒
学
に
基
づ
く
「
智
」
を
「
真
実
ノ
智
」
商
右
）
と
し
て
、
そ
れ
は
『
大
学
』
の
教

で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
朱
子
学
的
な
傾
向
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
同
時
に
、
正
当
と
す
る
と
こ
ろ
の
「
智
」
を

振
り
分
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
目
指
す
べ
き
「
文
道
」
に
あ
っ
て
は
、
儒
学
的

な
聖
人
の
「
智
」
を
最
優
先
と
す
る
と
い
う
主
張
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
領
主
と
し
て
「
智
」
を
持
ち
え
て
い
る
こ
と
を
一
つ
の
条
件
と
し

な
が
ら
も
、
一
方
で
そ
の
行
き
過
ぎ
を
牽
制
し
て
い
る
。

　
「
智
之
過
タ
ル
ハ
、
猶
レ
愚
ナ
ル
ガ
。
（
中
略
）
如
何
ト
ナ
レ
バ
、
学
智
自
慢
シ
テ
、

　
人
ヲ
見
侮
ル
。
故
二
人
之
悪
ヲ
受
テ
、
朋
友
ノ
交
り
睦
ジ
カ
ラ
ズ
。
威
儀
礼
法

　
正
シ
過
テ
、
政
道
稠
シ
ク
、
家
民
不
レ
穏
ナ
．
フ
、
詔
ン
デ
ニ
虎
尾
」
、
恐
ル
不
レ
親
マ
。
」

　
（
五
九
六
～
五
九
七
頁
）

「
智
」
が
過
ぎ
る
の
も
、
政
治
を
円
滑
に
行
う
の
に
難
を
き
た
す
原
因
と
さ
れ

る
。
具
体
的
に
は
、
「
学
智
自
慢
シ
テ
」
と
い
う
よ
う
に
、
慢
心
が
起
る
こ
と
で

人
選
の
見
極
め
を
誤
り
、
「
家
畜
」
の
不
和
を
き
た
す
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、

「
士
民
ヲ
哀
憐
シ
、
諸
事
心
易
ク
ス
ル
ハ
仁
政
也
。
」
（
四
二
八
頁
）
と
、
領
主
の
務
め

と
し
て
「
仁
政
」
が
定
義
さ
れ
る
以
上
、
私
意
に
よ
る
そ
の
阻
害
は
「
愚
将
」

と
い
う
評
価
の
基
準
に
成
り
う
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
一
国
の
主
と
し
て
「
智
」
、
し
か
も
儒
学
的
な
「
智
」
の
不
可

3
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欠
を
言
い
な
が
ら
、
一
方
で
「
智
」
が
過
度
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
否
定
し
て

い
る
。
そ
の
過
不
及
な
い
状
態
を
理
想
と
す
る
と
こ
ろ
の
目
的
は
、
「
高
慢
」
や

「
心
ノ
欲
ス
ル
処
二
割
セ
（
ル
）
」
と
い
う
、
政
治
に
お
け
る
私
意
の
排
除
で
あ
る
（
5
）
。

私
意
の
働
く
政
治
は
、
「
文
道
」
の
「
政
道
之
介
ケ
」
と
い
う
位
置
づ
け
ど
こ
ろ

か
、
士
民
の
離
反
に
よ
り
、
「
家
」
そ
の
も
の
の
崩
壊
を
招
き
か
ね
な
い
の
で
あ

る
。　
次
に
、
「
仁
」
の
定
義
に
つ
い
て
み
て
ゆ
こ
う
。

　
「
夫
温
良
ハ
仁
之
本
、
敬
慎
ハ
仁
之
地
、
寛
裕
ハ
仁
之
作
、
孫
接
ハ
仁
之
能
、

　
礼
節
ハ
仁
ノ
貌
、
言
談
ハ
仁
之
文
、
歌
楽
ハ
仁
之
和
、
分
二
士
仁
之
施
也
。

　
天
ハ
仁
ヨ
リ
立
テ
リ
。
是
天
心
也
。
三
田
即
チ
下
京
、
生
也
、
　
也
。
王
ハ

　
仁
ヨ
リ
生
ジ
、
五
常
共
二
和
シ
テ
、
一
王
ト
成
レ
リ
。
是
ヲ
道
ト
云
ヘ
リ
。
」

　
（
一
八
五
真
）

こ
れ
は
、
『
礼
記
』
儒
行
の
一
節
を
引
い
て
い
る
〔
6
）
。
「
仁
」
の
性
能
に
つ
い

て
総
括
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
温
良
・
恭
敬
慎
重
・
寛
容
・
遜
譲
・
礼
節
・
理

知
能
力
・
調
和
能
力
・
恵
施
能
力
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
『
礼
記
』
は
こ
れ
ら
を
、

儒
者
が
備
え
て
い
る
と
結
ん
で
い
る
。
本
書
で
は
「
仁
」
は
生
々
の
意
味
を
持

つ
も
の
で
あ
り
、
五
常
を
統
括
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
別
の

と
こ
ろ
で
は
「
仁
」
の
端
的
な
行
為
を
、
「
士
卒
ヲ
愛
シ
諸
民
ヲ
撫
育
ス
ル
ノ
根

也
」
と
い
う
よ
う
に
、
慈
悲
の
心
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
慈
悲
が
家
中
や
民

に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
仁
」
が
五
常
の
中
で
も
と
り
わ
け
領
主
の
要

件
と
目
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
「
智
」
と
「
仁
」
の
関
係
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
。
士
民
の
不
和
や
離
反
を
避
け
る
た
め
に
、
過
不
及
の
な
い
程
度
の
「
智
」

を
必
要
と
し
、
ま
た
士
民
に
対
す
る
慈
悲
と
い
う
「
仁
」
も
「
智
」
と
共
通
の

目
的
意
識
を
も
つ
も
の
と
い
え
よ
う
。

（
三
）
「
武
道
」
の
内
容

　
本
書
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
「
武
道
」
に
つ
い
て
言
及

し
た
い
。
ま
ず
、
「
武
道
」
が
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
で
あ
る
が
、
「
武

道
ハ
主
将
之
家
業
也
」
（
一
三
八
頁
）
と
あ
る
。
「
武
道
」
は
領
主
が
修
養
す
べ
き
「
業
」

と
さ
れ
る
。
こ
の
点
、
「
凡
武
勇
武
芸
ヲ
而
己
好
ハ
、
匹
夫
ノ
仕
業
ニ
シ
テ
、
主

将
ノ
専
ト
ス
ル
所
二
野
ズ
。
」
二
九
八
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
剣
術
・
弓
術
・
馬
術
な
ど

の
身
体
術
は
武
士
一
般
の
も
の
と
さ
れ
る
。
領
主
の
観
点
か
ら
は
、
あ
く
ま
で

も
「
武
道
」
を
第
一
と
し
て
、
余
力
で
「
武
芸
」
を
学
ぶ
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て

い
る
。
本
書
で
は
「
武
道
」
と
「
武
芸
」
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
（
．
、
）
。
そ

し
て
、
「
武
道
ヲ
不
レ
習
、
軍
立
二
面
、
士
卒
ヲ
進
退
、
敵
二
依
テ
転
化
ス
ル
事

不
レ
叶
ハ
。
」
（
．
．
天
八
事
）
と
い
う
こ
と
か
ら
、
「
武
道
」
と
は
戦
争
術
を
念
頭
に
し
た

兵
学
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
よ
う
。

　
で
は
、
具
体
的
な
兵
学
と
し
て
の
「
武
道
」
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
武
ト
云
モ
、
道
天
地
将
法
ノ
五
事
ヲ
以
、
其
ノ
趣
ヲ
明
メ
、
道
ヲ
弘
、
徳
ヲ

也
d
」
三
・
六
頁
）

こ
こ
で
引
か
れ
る
「
道
天
地
将
法
ノ
五
事
」
と
い
う
の
は
、
『
孫
子
』
の
始
計

篇
で
あ
る
（
8
）
。
『
孫
子
』
の
場
合
、
「
五
事
」
を
以
て
す
べ
き
こ
と
は
、
「
故
経
レ

之
以
二
五
事
一
、
校
レ
之
以
レ
計
、
皇
土
π
詩
情
一
。
」
と
あ
っ
て
、
両
軍
の
軍
備
の

優
劣
を
計
り
、
そ
の
実
情
を
知
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
兵
書
と
し
て
の
性
格

か
ら
し
て
当
然
で
あ
る
が
、
極
め
て
実
践
的
な
戦
争
術
の
方
法
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
本
書
に
目
を
落
と
し
て
み
る
と
ど
う
だ
ろ
う
か
。
「
荒
事
」
の
意
味

を
理
解
し
、
「
道
」
を
布
教
し
、
徳
を
も
っ
て
「
無
道
」
の
輩
を
「
直
直
ヲ
不
レ

得
シ
テ
」
征
伐
す
る
と
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
道
」
と
は
後
の
「
無
道
」
と
の
関

係
か
ら
み
て
、
「
五
聖
」
の
う
ち
の
道
で
は
な
く
、
「
文
道
」
の
こ
と
を
指
す
も

の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
文
脈
で
は
「
五
事
」
と
戦
争
は
不
可
離
と
す
る
の
で
は

な
く
、
戦
争
は
止
む
を
得
な
い
場
合
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
「
文
道
」

の
位
置
に
立
ち
な
が
ら
、
非
常
事
態
を
想
定
し
た
戦
争
を
「
智
仁
ノ
勇
」
に
よ

っ
て
承
認
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
さ
て
、
編
者
は
「
智
仁
ノ
勇
」
と
い
う
言
葉
で
「
武
道
」
を
表
し
て
い
る
が
、

そ
の
対
極
に
置
か
れ
否
定
さ
れ
る
の
が
「
血
気
之
勇
」
で
あ
る
。
「
血
気
之
勇
ヲ

バ
善
ト
月
遅
ズ
。
智
仁
之
勇
ヲ
以
、
主
将
之
本
意
ト
ス
ル
所
也
。
」
（
；
＝
頁
）
「
血

気
之
勇
」
の
具
体
的
な
指
摘
は
な
い
の
だ
が
、
「
智
仁
ノ
勇
」
と
の
関
係
か
ら
し
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て
、
「
文
道
」
を
無
視
し
た
も
の
と
と
り
あ
え
ず
見
て
お
こ
う
。
先
述
し
た
よ
う

に
、
「
武
道
」
は
「
文
道
」
に
引
き
寄
せ
ら
れ
、
「
実
理
」
を
も
っ
て
す
れ
ば
両

者
は
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
「
適
応
ノ
実
理
ト
云
ハ
、
平
常
、
信
ヲ
以
、
士
卒
ヲ
懐
ケ
、
義
ヲ
以
、
士
ヲ

　
励
シ
、
礼
ヲ
以
、
可
キ
レ
敬
フ
、
智
ヲ
以
、
人
ノ
勇
臆
・
強
弱
・
忠
不
忠
・
信

　
偽
・
好
曲
・
邪
曲
・
智
愚
ヲ
目
利
シ
、
仁
ヲ
以
。
選
民
ヲ
哀
憐
ス
ル
ヲ
、
其

　
道
ノ
実
理
ト
ス
。
」
（
三
ヒ
九
頁
）

こ
の
よ
う
に
、
「
文
道
」
が
五
常
に
よ
っ
て
解
さ
れ
る
の
と
同
じ
く
”
「
武
道
」
も

ま
た
五
常
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
「
武
道
」
の
実
理
を
五
常
に
仮
託
す
る

こ
と
で
、
文
武
一
致
と
い
う
図
式
が
導
か
れ
、
そ
れ
を
「
武
道
」
に
お
い
て
端

的
に
「
智
仁
ノ
勇
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
換
言
す

れ
ば
、
本
来
「
勇
」
に
よ
っ
て
体
現
さ
れ
る
武
の
要
素
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
文

の
要
素
と
同
質
の
も
の
と
み
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
そ
し
て
根
本
的
に
は
、

「
武
ヲ
習
フ
人
膚
、
士
民
ヲ
愛
ス
ヲ
本
ト
ス
ル
」
（
．
．
一
八
八
息
と
、
「
武
道
」
の
基
幹
に

お
い
て
も
慈
悲
の
心
、
す
な
わ
ち
「
仁
」
が
主
張
さ
れ
る
こ
と
で
文
武
一
致
が

決
定
付
け
ら
れ
る
。

（
四
）
林
楽
才
の
「
文
武
」
観

　
以
上
に
お
い
て
、
『
土
芥
七
十
記
』
の
主
張
す
る
「
文
武
両
道
」
が
、
「
仁
」

の
要
素
に
お
い
て
一
致
す
る
と
い
う
理
論
で
あ
る
こ
と
を
み
て
き
た
。
で
は
、

本
書
以
外
の
と
こ
ろ
で
は
こ
の
「
文
武
」
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る

だ
ろ
う
か
。
本
来
で
あ
れ
ば
多
く
の
事
例
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
今
回

は
林
羅
山
を
取
り
上
げ
て
み
る
。

　
羅
山
に
は
成
立
年
が
不
明
で
あ
る
が
、
「
文
武
士
説
」
と
い
う
短
い
一
文
が
あ

る
豆
。
そ
こ
に
は
、
羅
山
の
「
文
武
」
に
た
い
す
る
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、

本
書
と
の
比
較
に
は
う
っ
て
つ
け
の
も
の
で
あ
る
。
以
下
そ
れ
を
見
て
い
き
た

ヘ
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　

レ
と
思
う

　
「
有
下
請
フ
レ
聞
ン
ト
ニ
文
武
士
爵
説
ヲ
一
者
ノ
上
諭
日
、
（
中
略
）
兵
ハ
在
リ
レ
知
ル
ニ
レ

機
ナ
謀
ハ
在
－
周
密
三
機
不
ス
レ
易
ヵ
ラ
レ
見
レ
之
ヲ
而
以
テ
レ
謀
ヲ
知
ル
レ
之
ヲ
謀
ハ
不
レ

可
レ
洩
ス
也
。
単
二
善
ク
用
レ
兵
ヲ
者
ノ
以
テ
ニ
文
武
ヲ
一
夕
ス
ニ
左
右
ト
一
。
①
想
謂

以
デ
謁
べ
昆
．
剰
．
鶏
重
刻
　
　
　
パ
者
謁

若
シ
不
．
ハ
レ
然
一
．
棄
ル
ナ
リ
ニ
其
ノ
民
ヲ
一
也
。
②
故
d
．
日
列
有
蓼
藍
有
引
引
武

備
引
『
（
中
略
）
③
有
引
断
雲
無
到
り
武
官
ス
囹
男
d
也
『
有
デ
劃
而
無
囲
文
身
刈
日

母
乳
ニ
ッ
ノ
血
書
テ
ニ
方
寸
ノ
之
間
二
一
用
捨
進
退
與
ト
レ
時
相
宜
キ
ハ
者
将
帥
用
ル
ノ

レ
兵
ヲ
直
道
ナ
リ
也
。
（
中
略
）
文
武
果
二
亡
フ
ン
や
皆
野
。
細
説
横
説
言
ノ
之
長
キ
也
、
（
後
略
）
」

ま
ず
、
羅
山
は
①
に
あ
る
よ
う
に
、
武
1
1
戦
、
文
⊥
聖
人
の
）
教
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
担
い
手
を
限
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
教
え
の
享
受
者
は
民
で
あ

り
、
戦
を
す
る
の
は
武
士
だ
と
す
る
。
そ
の
上
で
「
故
二
善
ク
用
レ
兵
ヲ
者
ノ
以
テ
ニ

文
武
ヲ
一
為
ス
ニ
左
右
ト
一
。
」
と
、
戦
を
す
る
武
士
に
と
っ
て
「
文
武
」
が
必
要
で

あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
②
の
よ
う
に
武
士
に
あ
っ
て
は
「
文
武
」
で
一
対
の
も

の
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
③
で
は
そ
の
い
ず
れ
か
が
欠
け
て
い

て
は
な
ら
な
い
と
、
兼
備
を
要
求
し
て
い
る
。
前
田
氏
は
著
書
の
な
か
で
、
羅

山
の
兵
学
観
を
「
儒
教
的
価
値
観
の
も
と
に
兵
学
の
統
制
論
を
包
み
込
も
う
と

し
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
た
（
1
0
）
。
こ
れ
を
受
け
る
な
ら
ば
、
本
一
文
が
そ
う

し
た
兵
学
観
の
延
長
に
あ
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
上
で
注
目
す
べ
き
は

③
で
、
文
の
み
で
は
「
勇
」
で
は
な
く
武
の
み
で
は
「
智
」
で
は
な
い
と
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
文
武
」
兼
備
を
理
想
と
し
、
一
方
の
欠
如
に
対
し
て
「
智
」

「
勇
」
の
理
論
を
引
き
寄
せ
る
手
法
は
、
本
書
に
近
し
い
意
見
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
「
智
」
「
勇
」
と
「
仁
」
と
の
関
係
に
ま
で
言
及
は

し
て
い
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
「
文
武
」
観
は
本
書
に
潜
在
し
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

（
五
）
「
文
武
両
道
」
思
想
の
目
的

　
「
文
道
」
と
「
武
道
」
の
二
つ
が
、
領
主
評
価
を
決
定
付
け
る
も

の
で
あ
り
、
両
者
が
兼
備
さ
れ
る
こ
と
、
つ
ま
り
は
「
文
武
両
道
」
が
理
想
と

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
文
武
」
は
「
文
道
」
が
「
武
道
」
の
母
体
と
な
る
か
た

ち
で
一
致
す
る
と
い
う
理
論
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
「
文
道
」
と
「
武
道
」
は
「
仁
」

の
慈
悲
・
慈
愛
と
い
う
心
法
の
問
題
と
し
て
結
合
し
て
い
る
こ
と
を
み
た
。
で
は
、
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こ
の
よ
う
な
「
文
武
」
観
は
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

当
該
期
の
言
葉
を
拾
い
、
模
索
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
ま
ず
、
本
書
で
い
う
「
文
道
」
を
担
う
儒
学
者
の
言
を
挙
げ
よ
う
。

「
兵
は
芸
道
　
当
代
兵
家
者
流
と
号
す
る
人
、
多
く
は
か
の
古
律
を
煮
る
の
み

に
て
、
兵
法
の
も
と
は
、
敵
を
料
り
勝
こ
と
を
制
す
る
の
謀
に
あ
り
と
い
ふ
事

を
知
ら
ず
。
本
中
こ
と
に
理
に
く
ら
き
人
は
、
兵
に
荷
担
し
て
、
国
家
を
治
る

の
道
も
是
に
外
な
ら
ず
と
い
ふ
め
る
。
（
中
肇
誰
道
な
　
は
常
道
に
あ
ら
ず
。
常
道

に
あ
ら
ず
し
て
、
い
か
で
国
家
を
治
る
の
道
と
す
．
き
。
況
や
当
代
の
兵
家
に

相
伝
る
は
、
皆
兵
の
王
事
な
る
を
や
。
T
－
）
」

　
こ
れ
は
室
鳩
巣
（
．
六
五
八
－
一
七
三
巴
の
『
駿
台
雑
話
』
で
あ
る
。
兵
学
を
「
誰
道
」

と
し
、
治
法
と
し
て
の
「
常
道
」
で
は
な
い
と
批
判
す
る
。

　
「
我
国
今
日
軍
法
者
と
三
者
多
し
。
四
五
十
年
前
の
軍
者
は
、
大
概
兵
器
の

製
を
教
へ
、
軍
立
の
人
賦
を
悪
し
、
其
後
は
源
平
の
戦
、
太
平
記
の
軍
物
語
な

ど
し
て
、
少
し
く
己
が
見
に
て
評
を
付
、
愚
俗
を
教
へ
け
る
。
一
変
し
て
、
楠

流
、
甲
州
流
、
越
後
流
な
ん
ど
門
振
を
立
て
互
に
勝
劣
を
論
じ
、
再
変
し
て
或

は
孫
呉
が
書
に
依
り
て
説
を
な
し
、
或
は
聖
賢
の
語
を
f
り
、
軍
法
は
平
生
の

受
用
な
り
し
と
の
・
し
る
。
其
身
は
官
女
の
ご
と
く
権
威
に
へ
っ
ら
ひ
、
専
名

利
を
釣
る
な
か
だ
ち
に
な
す
の
み
T
2
）
」

　
ま
た
、
天
野
信
景
（
一
六
六
－
七
．
三
一
．
）
は
『
盤
尻
』
の
中
で
、
兵
学
者
の
目
的
は
「
名

利
」
を
得
る
た
め
の
手
段
で
し
か
な
い
と
、
そ
の
批
判
の
口
調
は
厳
し
い
。
い

ず
れ
も
、
兵
学
の
非
を
儒
学
の
位
置
に
立
っ
て
批
判
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
儒
学
者
の
言
か
ら
、
前
田
氏
は
儒
学
者
た
ち
の
憂
い
と
捉
え
近
世
社
会

に
お
け
る
儒
学
の
劣
勢
を
読
み
取
り
、
圧
倒
的
に
兵
学
優
位
の
社
会
で
あ
っ
た

こ
と
を
述
べ
ら
れ
た
T
3
）
。
た
し
か
に
、
引
用
し
た
文
章
か
ら
も
、
兵
学
批
判

の
裏
返
し
に
兵
学
に
対
す
る
儒
学
の
劣
勢
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
そ

う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て
さ
ら
に
、
儒
学
者
た
ち
の
反
撃
す
る
意
欲
を
想
定
す

る
こ
と
も
出
来
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
或
ル
人
間
フ
、
①
国
君
郡
主
ノ
　
儒
・
ヲ
女
　
、
多
ク
ハ
皆
不
シ
テ
レ
　
シ
ヵ
ラ
廃
コ

N
召
側
耶
．
「
日
ク
礼
文
ノ
之
其
ノ
身
ヲ
倹
束
ス
ル
ニ
苦
．
ム
ー
ツ
ナ
リ
。
衆
慾
難
レ
遂

ニ
ッ
ナ
リ
。
異
政
ノ
上
二
聞
ル
ヲ
渾
三
ッ
ナ
リ
。
諸
臣
厭
レ
之
ヲ
者
衆
ク
シ
テ
勧
ル
者

ノ
寡
シ
四
ナ
リ
。
武
事
怠
緩
ノ
嫌
ヲ
避
五
ッ
ナ
リ
。
②
若
．
夫
レ
侍
講
荷
モ
其
ノ
人
ヲ

得
バ
、
賓
師
在
テ
レ
国
二
心
キ
ー
箇
ノ
小
小
底
ノ
　
ノ
　
川
ソ
移
サ
ン
工
業
ノ
志
1
。
」

　
藤
井
瀬
斎
（
ニ
ハ
．
’
六
主
七
〇
六
）
が
「
或
人
」
と
交
わ
し
た
問
答
で
あ
る
（
－
三
。
①

で
は
世
上
の
君
主
が
儒
学
に
志
し
な
が
ら
断
念
し
て
し
ま
う
理
由
を
尋
ね
て
い

る
。
そ
の
答
え
か
ら
は
、
儒
学
が
受
け
入
れ
に
く
い
と
意
識
し
て
い
る
こ
と
が

読
み
取
れ
る
。
そ
れ
で
も
、
②
で
は
「
小
小
底
ノ
事
」
に
自
ら
の
志
を
変
え
な
い

と
い
う
意
欲
を
顕
在
さ
せ
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
儒
学
者
た
ち
の
気
骨
を
鑑
み
な
が
ら
、
改
め
て
本
書
の
性
格
を
考

え
て
み
る
。
本
書
の
「
文
武
両
道
」
は
、
「
文
道
」
に
「
武
道
」
を
帰
納
さ
せ
る

手
法
で
そ
の
一
致
を
導
き
出
す
。
し
か
し
、
羅
山
の
よ
う
に
兵
学
が
す
ぐ
さ
ま

儒
学
で
あ
る
と
す
る
包
括
の
仕
方
で
は
な
い
T
5
）
。
両
者
の
共
通
項
を
引
き
出

し
、
そ
の
一
点
で
同
一
性
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
点
羅
山
の
よ
う
な

強
引
さ
は
な
い
。
で
は
、
「
仁
」
を
中
心
と
し
て
、
「
智
（
知
）
」
「
勇
」
を
介
在
さ

せ
る
手
法
は
ど
こ
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
関
連
が
明
確
と
は
い
え

な
い
が
、
一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
『
中
庸
』
を
挙
げ
た
い
。

　
「
子
日
、
好
レ
富
鉱
二
品
知
一
、
力
行
箸
置
仁
一
、
知
レ
恥
二
乎
勇
一
。
知
二
斯
三
者

　
一
、
則
知
三
所
二
以
修
・
レ
身
。
知
三
所
二
以
修
一
レ
身
、
則
知
三
所
二
七
治
一
レ
人
。

　
知
三
所
二
以
治
一
レ
人
、
則
知
四
所
三
富
治
二
天
下
国
家
一
　
。
」
（
第
三
小
段
第
一
節
M
－

こ
こ
で
は
「
知
仁
勇
」
の
三
徳
が
修
身
に
始
ま
り
、
最
終
的
に
は
統
治
の
枢
要

と
し
て
説
明
さ
れ
る
。
本
書
の
大
名
評
価
の
視
点
の
拠
り
所
と
し
て
の
可
能
性

が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
本
書
の
内
容
か
ら
、
「
文
武
両
道
」
の
思
想
が
少
な
か
ら
ず
彼
ら
大
名

を
意
識
し
て
い
た
こ
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
で
あ
る
な
ら
ば
「
二
人
」
が
言

う
様
に
、
儒
学
学
習
の
続
か
な
い
大
名
に
対
す
る
教
訓
的
な
提
言
で
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、
大
多
数
の
武
人
で
あ
る
武
士
（
彼
ら
は
直
接

的
に
兵
学
的
思
考
に
繋
が
り
や
す
か
っ
た
で
あ
ろ
う
）
と
比
較
し
て
、
小
数
で
あ

る
儒
者
た
ち
の
「
責
馬
」
に
よ
る
挑
戦
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に
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「
文
武
両
道
」
が
、
思
想
的
に
ど
の
よ
う
な
構
成
を
持
つ
の
か
を
考
察
し
て

み
た
。
し
か
し
「
文
武
両
道
」
思
想
は
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に

そ
の
先
の
考
察
が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
ま
た
、
「
文
武
」
を
「
智
仁
勇
」
で
説
明
す
る
構
図
を
み
た
が
、
「
文
武
」
か

ら
み
た
も
の
で
あ
っ
て
、
「
智
仁
勇
」
か
ら
「
文
武
」
へ
の
内
的
な
理
由
を
不
問

に
し
て
し
ま
っ
た
。
儒
学
と
兵
学
と
さ
れ
る
「
文
武
」
が
な
ぜ
「
智
仁
勇
」
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
「
太
平
記
読
み
」
の
影
響
が
あ
る
の
か
も
し
れ

な
い
T
．
、
）
。
と
、
何
れ
に
し
て
も
調
べ
る
こ
と
は
濁
そ
う
で
あ
る
。

注丁
）
金
井
圓
校
注
『
江
戸
史
料
叢
書
土
芥
冠
当
面
』
（
人
物
往
来
社
、
一
九
六

　
七
年
）
解
説
文
。

互
高
埜
利
彦
『
日
本
の
歴
史
元
禄
・
享
保
の
時
代
』
（
集
英
社
、
一
九
九
二
年
）
。

〔
3
〕
以
下
、
注
ユ
の
『
土
芥
冠
離
記
』
の
回
数
を
示
す
。

〔
4
）
金
谷
治
注
『
論
語
』
（
岩
波
文
庫
、
第
七
版
、
二
〇
〇
三
年
）
。

（
5
〕
三
宅
正
彦
氏
は
君
臣
関
係
に
着
目
し
、
「
主
従
の
結
合
」
の
理
念
を
丁
合
化

　
か
ら
天
合
化
に
切
り
替
え
る
こ
と
で
、
個
人
的
結
合
か
ら
持
続
的
な
結
合
へ

　
と
転
換
し
た
と
す
る
。
こ
れ
を
「
公
私
の
分
離
」
と
み
る
。
（
「
幕
藩
女
主

　
従
制
の
思
想
原
理
－
公
私
分
離
の
発
展
」
『
日
本
史
研
究
』
第
一
二
七
号
一

　
九
七
二
年
）
。
「
仁
」
の
も
と
に
私
意
の
抑
制
を
み
る
本
書
と
も
関
わ
り
が
あ

　
る
よ
う
に
思
う
。

亘
竹
内
照
夫
校
注
『
新
訳
漢
文
大
系
礼
宿
下
』
準
行
第
四
一
（
明
治
書
院
、

　
　
一
九
七
〇
年
）
。

　
　
　
「
温
良
者
仁
之
本
也
。
敬
慎
者
仁
之
地
也
。
寛
裕
者
仁
之
作
也
。
孫
接
者

　
　
仁
之
能
也
。
礼
節
者
仁
之
貌
也
。
言
談
者
仁
之
文
也
。
歌
楽
者
仁
之
和
也
。

　
　
分
散
者
仁
之
施
也
。
儒
皆
兼
レ
此
而
有
レ
之
。
猶
且
不
二
敢
言
・
レ
仁
也
。
其

　
　
尊
撰
有
二
如
レ
此
者
’
。
」

〔
．
、
）
　
「
武
道
」
と
「
武
芸
」
を
区
別
す
る
の
は
他
に
も
み
ら
れ
る
。
伊
勢
丈
貞

　
は
「
安
斎
筆
記
」
で
さ
ら
に
細
か
い
区
分
を
設
け
て
い
る
。

　
「
軍
法
と
云
ハ
、
軍
記
に
て
諸
の
士
卒
を
治
る
法
度
法
式
の
定
め
也
。
兵
法

　
と
云
ハ
兵
士
の
組
合
せ
や
う
鳴
り
物
の
相
図
の
定
、
坐
作
進
退
の
法
式
也
。

　
…
剣
術
の
事
を
兵
法
と
云
も
誤
射
。
剣
術
と
も
刀
術
と
も
云
べ
し
。
兵
法
と

　
翫
べ
か
ら
ず
。
」

亘
天
野
鎮
雄
校
注
『
新
訳
漢
文
大
系
孫
子
・
呉
下
』
（
明
治
書
院
、
一
九
七
二

　
年
）
。

　
「
故
経
之
以
五
事
、
校
之
以
計
、
而
索
其
情
」

豆
京
都
史
蹟
会
編
『
林
羅
山
文
集
』
巻
第
二
七
（
弘
文
堂
、
一
九
三
五
年
）
。

（
－
o
）
前
田
勉
『
近
世
儒
学
と
兵
学
』
（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
二
年
）
。

T
－
）
室
鳩
巣
「
駿
台
雑
話
」
享
保
一
六
年
こ
ろ
。
（
『
日
本
随
筆
大
成
』
第
三

　
　
期
第
六
巻
所
収
）
。

T
2
）
天
野
信
景
「
盤
尻
」
（
『
日
本
随
筆
大
成
』
第
三
期
所
収
）
は
、
元
禄
か
ら

　
　
宝
永
に
か
け
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

T
3
）
前
田
勉
前
掲
書
。

T
4
）
藤
井
獺
斎
「
今
際
筆
記
」
（
『
日
本
随
筆
大
成
』
第
一
期
九
巻
所
収
）
は
、

　
　
正
徳
五
年
門
人
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
。

T
5
）
前
田
勉
前
掲
書
。

T
6
）
赤
塚
忠
校
注
『
新
訳
漢
文
大
系
大
学
・
中
庸
』
（
明
治
書
院
、
一
九
六
七

　
　
年
）
。

T
．
、
）
楠
正
成
を
「
智
仁
勇
」
の
名
将
と
す
る
「
太
平
記
読
み
」
の
名
君
像
（
若

　
　
尾
政
希
『
「
太
平
記
読
み
」
の
時
代
』
平
凡
社
、
一
九
九
九
年
）
と
の
関

　
　
係
も
無
視
は
出
来
な
い
と
思
う
。
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